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3
月
16
日（
水
）
国
際
交
流
人
材
育
成

3
月
17
日（
木
）
日
商
常
議
員
会・議
員
総
会

3
月
28
日（
月
）
公
共
交
通
活
性
化
推
進
協
議
会

3
月
30
日（
水
）
常
議
員
会・議
員
総
会

那
覇
港
長
期
構
想
検
討
委
員
会

4
月
10
日（
日
）
珠
算
検
定
試
験

2
月
1
日（
月
）	

新
春
講
演
会・メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー

2
月
3
日（
水
）	

地
域
知
的
財
産
戦
略
本
部
意
見
交
換
会

2
月
4
日（
木
）	

鹿
児
島
商
工
会
議
所
小
売
部
会
表
敬
訪
問

2
月
5
日（
金
）	

九
商
連
会
長・副
会
長
商
工
会
議
所
専
務
理
事
会

2
月
6
日（
土
）	

宮
津
商
工
会
議
所
青
年
部
創
立
60
周
年

2
月
10
日（
水
）	

お
み
や
げ
品
協
議
会
研
修
会

2
月
12
日（
金
）	

雇
用
対
策
推
進
協
議
会

2
月
14
日（
日
）	

第
2
0
6
回
珠
算
検
定
試
験

2
月
15
日（
月
）	

沖
縄
国
際
映
画
祭
実
行
委
員
会
臨
時
総
会

2
月
16
日（
火
）	

国
際
物
流
合
同
説
明
会
＆
個
別
相
談
会

2
月
17
日（
水
）	

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

2
月
18
日（
木
）	

経
済
団
体
会
議
幹
事
会

2
月
23
日（
火
）	

A
N
A
岩
国
市
長
表
敬
訪
問

2
月
24
日（
水
）	

知
的
資
産
経
営
活
用
検
討
委
員
会

2
月
25
日（
木
）	

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

2
月
26
日（
金
）	

香
港
協
会
春
節
セ
ミ
ナ
ー・懇
親
会

2
月
28
日（
日
）	

第
1
4
2
回
簿
記
検
定
試
験

3
・
4
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
務
局
日
誌
《
2
月
》
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受
賞
者

勤
続
年
数

事
　業
　所
　名

瑞
慶
覧

　昌
子

42

（
株
）
オ
ゥ
・
テ
ィ
・
ケ
イ

崎
浜

　秀
行

42

オ
キ
コ
（
株
）

西
銘

　尚
子

41

那
覇
電
気
工
事
業
協
同
組
合

桑
江

　朝
儀

40

オ
キ
コ
（
株
）

新
里

　律
子

40

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
（
株
）
沖
縄
支
店

知
念

　和
彦

38

（
株
）
沖
縄
ホ
ー
メ
ル

伊
敷

　弘
子

38

大
同
火
災
海
上
保
険
（
株
）

伊
差
川

　募

37

拓
南
製
鐵
（
株
）

翁
長

　さ
と
子

37

大
同
火
災
海
上
保
険
（
株
）

宮
里

　由
美
子

35

（
株
）
沖
縄
銀
行

金
城

　邦
治

35

一
般
財
団
法
人

　沖
縄
電
気
保
安
協
会

仲
本

　清

35

（
株
）
沖
縄
ホ
ー
メ
ル

饒
平
名

　

ﾔｽ

子

35

琉
球
物
流
梱
包
（
株
）

川
田

　一
子

34

（
株
）
沖
電
工

渡
慶
次

　明
美

34

（
株
）
國
場
組

城
間

　え
り
子

34

（
株
）
琉
球
銀
行

大
城

　猛

33

（
株
）
沖
縄
エ
ジ
ソ
ン

真
鶴

　貴
子

33

（
株
）
沖
縄
海
邦
銀
行

屋
宜

　宣
博

33

（
株
）
沖
縄
銀
行

仲
宗
根

　淳
二

33

沖
縄
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
（
株
）

小
渡

　正
博

33

（
株
）
沖
縄
特
電

宮
城

　薫

33

（
株
）
沖
縄
特
電

野
原

　康
彦

33

國
和
建
設
（
株
）

山
田

　義
光

33

國
和
建
設
（
株
）

野
原

　清

32

一
般
財
団
法
人

　沖
縄
電
気
保
安
協
会

嘉
陽

　ゆ
か
り

32

（
株
）
國
場
組

宮
城

　雄
一

32

（
株
）
琉
球
新
報
開
発

新
里

　隆

31

（
株
）
沖
縄
特
電

西
平

　里
美

31

（
株
）
琉
球
銀
行

武
島

　日
出
人

31

（
株
）
琉
球
リ
ー
ス

おめでとうございます

親
川

　千
智

30

（
株
）
エ
ア
ー
沖
縄

宮
城

　一
美

30

（
株
）
沖
縄
設
計
セ
ン
タ
ー

伊
芸

　祥
一

30

沖
縄
電
力
（
株
）

花
城

　正
浩

30

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

比
嘉

　美
佐
子

30

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

大
城

　清
美

30

（
株
）
國
場
組

香
村

　江
利
子

30

（
株
）
國
場
組

玉
城

　純
子

30

琉
球
物
流
（
株
）

渡
口

　茂
信

29

沖
縄
電
力
（
株
）

國
場

　幸
尚

29

（
株
）
國
場
組

知
花

　哲

29

（
株
）
国
和
シ
ス
テ
ム

石
原

　文
雄

29

拓
南
製
鐵
（
株
）

與
那

　盛
明

29

第
一
総
業
（
株
）

徳
里

　善
彦

29

ヤ
シ
マ
工
業
（
株
）

町
田

　宗
幸

29

琉
球
協
同
飼
料
（
株
）

池
原

　彦
和

29

琉
球
物
流
（
株
）

知
花

　恵
美
子

29

（
株
）
琉
球
リ
ー
ス

具
志
堅

　政
宏

28

（
株
）
エ
ア
ー
沖
縄

當
銘

　智
恵
子

28

（
株
）
沖
縄
海
邦
銀
行

石
原

　昌
史

28

沖
縄
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
（
株
）

島
袋

　均

28

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
（
株
）

長
山

　勇

28

（
株
）
加
島
事
務
機

大
城

　栄

28

金
秀
建
設
（
株
）

柴
山

　義
文

27

（
株
）
国
建

親
泊

　怜
子

27

（
有
）
拓
商

玉
城

　廉

27

外
間
経
営
労
務
管
理
事
務
所

仲
村

　宗
弘

27

琉
球
協
同
飼
料
（
株
）

石
川

　昌
代

26

（
株
）
ア
ド
ス
タ
ッ
フ
博
報
堂

糸
数

　尚
美

26

（
株
）
金
秀
本
社

伊
佐

　静
香

26

（
株
）
か
り
ゆ
し

大
城

　勇

26

（
株
）
金
城
キ
ク
建
設

　平
成
二
十
七
年
度
永
年
勤
続
優
良
従
業

員
表
彰
式
が
二
月
十
七
日
（
水
）、
パ
シ
ィ

フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
で
開
催
さ
れ
、
受

賞
者
並
び
に
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　始
め
に
那
覇
商
工
会
議
所
の
國
場
幸
一

会
頭
は
「
皆
さ
ま
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
永
年
に
わ
た
り
職
務
に
精
励
さ
れ
、
そ

の
職
責
を
全
う
さ
れ
た
功
労
顕
著
な
方
々

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　職
場
に
お
き
ま
し
て
、
他
の
模
範
と
な

り
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
、
強
い
決
意
と

努
力
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　雇
用
形
態
が
多
様
化
す
る
中
、
誠
実
に

自
己
の
職
務
を
遂
行
で
き
た
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
、
上
司
、
同
僚
に
も
恵
ま

れ
た
も
の
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　今
回
の
受
賞
は
企
業
に
と
り
ま
し
て
も

大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　今
回
の
受
賞
を
契
機
に
さ
ら
に
研
鑽
を

積
ま
れ
、
企
業
の
繁
栄
と
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　審
査
報
告
で
は
仲
田
秀
光
専
務
理
事
が

「
審
査
の
結
果
、
推
薦
企
業
数
百
十
一
社
、

受
賞
者
数
二
一
六
名
（
男
性
・
一
五
六
名
、

女
性
・
六
〇
名
）、
勤
続
年
数
別
で
は
、

十
五
年
以
上
〜
二
〇
年
未
満
が
六
五
名
、

二
〇
年
以
上
〜
三
〇
年
未
満
が
一
一
三
名
、

三
〇
年
以
上
〜
四
〇
年
未
満
が
三
三
名
、

四
〇
年
以
上
が
五
名
の
受
賞
と
な
っ
た
。」

と
報
告
し
た
。

　来
賓
祝
辞
で
は
牧
野
守
邦
沖
縄
総
合
事

務
局
経
済
産
業
部
長
、
金
良
実
沖
縄
県
産

業
振
興
統
括
官
、
高
良
浩
那
覇
市
経
済
観

光
部
商
工
農
水
課
副
部
長
か
ら
心
温
ま
る

祝
辞
を
頂
い
た
。

　勤
続
四
二
年
の
表
彰
を
受
け
た
オ
キ
コ

㈱
の
崎
浜
秀
行
さ
ん
は
「
お
客
様
に
喜
ん

で
頂
け
る
よ
う
パ
ン
製
造
に
励
ん
で
き
た
。

職
場
の
上
司
、先
輩
、同
僚
か
ら
の
ご
指
導・

ご
協
力
、
そ
し
て
家
族
の
支
え
に
感
謝
し

て
い
る
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
た
。

　今
回
の
栄
え
あ
る
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
開
催

勤
続
四
二
年
を
筆
頭
に
二
一
六
名
表
彰
！

國場会頭の式辞 表彰状の授与

平成 27年度永年勤続優良従業員表彰式
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員
表
彰
式
が
二
月
十
七
日
（
水
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パ
シ
ィ

フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
で
開
催
さ
れ
、
受

賞
者
並
び
に
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　始
め
に
那
覇
商
工
会
議
所
の
國
場
幸
一

会
頭
は
「
皆
さ
ま
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
永
年
に
わ
た
り
職
務
に
精
励
さ
れ
、
そ

の
職
責
を
全
う
さ
れ
た
功
労
顕
著
な
方
々

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　職
場
に
お
き
ま
し
て
、
他
の
模
範
と
な

り
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
、
強
い
決
意
と

努
力
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　雇
用
形
態
が
多
様
化
す
る
中
、
誠
実
に

自
己
の
職
務
を
遂
行
で
き
た
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
、
上
司
、
同
僚
に
も
恵
ま

れ
た
も
の
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　今
回
の
受
賞
は
企
業
に
と
り
ま
し
て
も

大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　今
回
の
受
賞
を
契
機
に
さ
ら
に
研
鑽
を

積
ま
れ
、
企
業
の
繁
栄
と
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　審
査
報
告
で
は
仲
田
秀
光
専
務
理
事
が

「
審
査
の
結
果
、
推
薦
企
業
数
百
十
一
社
、

受
賞
者
数
二
一
六
名
（
男
性
・
一
五
六
名
、

女
性
・
六
〇
名
）、
勤
続
年
数
別
で
は
、

十
五
年
以
上
〜
二
〇
年
未
満
が
六
五
名
、

二
〇
年
以
上
〜
三
〇
年
未
満
が
一
一
三
名
、

三
〇
年
以
上
〜
四
〇
年
未
満
が
三
三
名
、

四
〇
年
以
上
が
五
名
の
受
賞
と
な
っ
た
。」

と
報
告
し
た
。

　来
賓
祝
辞
で
は
牧
野
守
邦
沖
縄
総
合
事

務
局
経
済
産
業
部
長
、
金
良
実
沖
縄
県
産

業
振
興
統
括
官
、
高
良
浩
那
覇
市
経
済
観

光
部
商
工
農
水
課
副
部
長
か
ら
心
温
ま
る

祝
辞
を
頂
い
た
。

　勤
続
四
二
年
の
表
彰
を
受
け
た
オ
キ
コ

㈱
の
崎
浜
秀
行
さ
ん
は
「
お
客
様
に
喜
ん

で
頂
け
る
よ
う
パ
ン
製
造
に
励
ん
で
き
た
。

職
場
の
上
司
、先
輩
、同
僚
か
ら
の
ご
指
導・

ご
協
力
、
そ
し
て
家
族
の
支
え
に
感
謝
し

て
い
る
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
た
。

　今
回
の
栄
え
あ
る
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
開
催

勤
続
四
二
年
を
筆
頭
に
二
一
六
名
表
彰
！

國場会頭の式辞 表彰状の授与

平成 27年度永年勤続優良従業員表彰式
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株
）

安
里

　剛

21

（
株
）
鏡
原
組

宜
保

　典
子

21

（
株
）
ざ
ま
み
ダ
ン
ボ
ー
ル

仲
宗
根

　吉
克

21

（
株
）
丸
元
建
設

金
城

　和
人

20

（
株
）
沖
縄
エ
ネ
テ
ッ
ク

滝
口

　直
樹

20

沖
縄
セ
メ
ン
ト
工
業
（
株
）

我
那
覇
エ
リ
子

20

（
株
）
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

金
城

　京
子

20

沖
縄
ユ
ア
サ
電
池
販
売
（
株
）

赤
嶺

　哲
哉

20

（
株
）
正
吉
建
設

山
田

　和
彦

20

（
株
）
り
ゅ
う
ぎ
ん
デ
ィ
ー
シ
ー

糸
数

　哲

19

沖
電
企
業
（
株
）

宜
保

　孝
司

19

沖
電
企
業
（
株
）

上
間

　教
史

19

（
株
）
沖
縄
エ
ネ
テ
ッ
ク

安
里

　洋
昭

19

（
有
）
沖
縄
長
生
薬
草
本
社

安
里

　尚
子

19

沖
縄
バ
ス
（
株
）

船
越

　啓
介

19

（
株
）
小
禄
運
輸

上
原

　早
苗

19

（
株
）
國
場
組

宇
根

　加
奈
子

19

（
株
）
國
場
組

比
嘉

　裕
樹

19

（
株
）
ざ
ま
み
ダ
ン
ボ
ー
ル

仲
田

　茂
正

19

（
株
）
大
興
鋼
業

謝
花

　喜
彦

19

大
鏡
建
設
（
株
）

大
城

　英
之

18

大
城
純
市
法
律
事
務
所

照
屋

　洋
子

18

光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）

眞
榮
城

　玄
知

18

（
株
）
國
場
組

山
城

　良
和

18

大
晋
建
設
（
株
）

嘉
数

　靖

18

リ
ュ
ー
セ
ロ
（
株
）

嶺
井

　小
枝
美

18

琉
球
日
産
自
動
車
（
株
）

下
地

　一
也

17

沖
縄
サ
ン
ト
リ
ー
（
株
）

玉
城

　実

17

沖
縄
製
油
（
株
）

我
那
覇

　毅

17

光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）

平
安
名

　盛
実

17

（
株
）
国
際
ビ
ル
産
業

石
垣

　達
郎

17

（
株
）
國
場
組

大
城

　秀
樹

17

（
株
）
國
場
組

島
袋

　准

17

（
株
）
國
場
組

松
本

　宗
久

17

（
株
）
國
場
組

中
徳

　雅

17

（
株
）
ス
カ
イ
ツ
ア
ー
ズ

高
江
洲

　直
樹

17

税
理
士
法
人

　ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

東
恩
納

　健

17

（
株
）
大
興
鋼
業

知
念

　真
悟

17

大
晋
建
設
（
株
）

末
吉

　美
智
子

17

（
有
）
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

比
嘉

　隆
憲

17

琉
球
日
産
自
動
車
（
株
）

瑞
慶
覧
千
恵
子

16

エ
ア
ポ
ー
ト
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
株
）

永
山

　厚
子

16

エ
ア
ポ
ー
ト
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
株
）

與
那
覇

　潤

16

沖
縄
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
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おめでとうございます

玉
城

　新
吾

16

沖
縄
サ
ン
ト
リ
ー
（
株
）

野
原

　仁

16

（
資
）
沖
縄
関
ヶ
原
石
材

中
村

　修

16

（
有
）
沖
縄
長
生
薬
草
本
社

仲
田

　健
人

16

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
（
株
）

金
城

　章

16

（
株
）
サ
ン
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

友
利

　栄
作

16

山
陽
警
備
保
障
沖
縄
（
株
）

稲
福

　テ
ル
子

16

首
里
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

玉
城

　勇

16

セ
コ
ム
琉
球
（
株
）

金
城

　武
史

16

（
株
）
ブ
レ
ー
ン
沖
縄

渡
眞
利

　恵

16

（
株
）
ブ
レ
ー
ン
沖
縄

江
洲

　ま
さ
み

16

ま
さ
ひ
ろ
酒
造
（
株
）

古
蔵

　五
月

16

（
有
）
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

儀
間

　誠

15

（
株
）
新
垣
通
商

玉
城

　慎
也

15

（
株
）
沖
創
工

備
瀬

　知
秀

15

沖
縄
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

渡
久
地

　一
美

15

（
株
）
沖
縄
債
権
回
収
サ
ー
ビ
ス

島
當

　広
美

15

沖
縄
ビ
ル
管
理
（
株
）

宮
里

　直
人

15

沖
縄
ビ
ル
管
理
（
株
）

渡
名
喜

　俊
栄

15

（
有
）
嘉
手
川
保
険
事
務
所

村
濱

　恵
子

15

カ
リ
ユ
シ
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
株
）

神
谷

　武
男

15

（
株
）
鏡
和
建
設

仲
村

　敏

15

（
株
）
協
和
デ
ン
キ

松
川

　美
奈
子

15

（
株
）
國
場
組

宮
良

　泰
志

15

（
株
）
國
場
組

村
山

　元
康

15

（
株
）
國
場
組

川
口

　太
一

15

（
株
）
ス
カ
イ
ツ
ア
ー
ズ

當
間

　龍
也

15

セ
コ
ム
琉
球
（
株
）

国
吉

　康
則

15

（
株
）
タ
ッ
プ

瀬
長

　由
美
子

15

（
株
）
テ
ィ
ー
シ
ー

兼
次

　司

15

（
株
）
ビ
ッ
ク
沖
縄

廣
田

　滋

15

琉
球
ガ
ラ
ス
工
芸
協
業
組
合

沖縄県観光おみやげ品公正取引協議会
「新基準食品表示法」研修会開催

　沖縄県観光おみやげ品公正取引協議会（会長：松本元一）は、2月 10日那覇商工会議所二階ホールにおいて、
「新基準食品表示法」の研修会を開催した。
講師には、衛生事項（旧食品衛生法）沖縄県保健医療部生活衛生課大濵氏、品質事項（旧ＪＡＳ法）沖縄県農林
水産部流通・加工推進課弓削田氏、保健事項（旧健康増進法）沖縄県保健医療部健康長寿課新垣氏の三名をお招
きし、講義を行っていただいた。（受講者：58名）
　本研修会では、加工食品の食品表示について、５年の経過措置期間（新ルールへの移行期間）が設けられてお
り、平成 32年 3月末までには表示を変更しなくてはならないため、以下の項目を重点的に講義いただいた。

など、表示は、消費者にとってその食品の品質を判断し選択する上で、なくてはならない情報源であるため、正
確な表示を目指して研修に取り組んだ。

① 加工食品の栄養成分表示義務
② 食品添加物は原材料と区分して表示する
③ アレルゲン表示は原則個別表示
④ 製造所固有記号は２か所の製造所で
製造する場合のみ使用可能

NAHA CCI NEWS No.754 6



　

海
外
展
開
を
実
施
及
び
検
討
し
て
い
る

県
内
の
製
造
業
・
農
水
産
物
生
産
者
・
商

社
な
ど
の
荷
主
側
に
向
け
た
、
公
的
機
関

や
県
内
物
流
企
業
（
キ
ャ
リ
ア
・
フ
ォ
ア

ダ
ー
）
に
よ
る
国
際
物
流
合
同
説
明
会
と

個
別
相
談
会
が
二
月
十
六
日
（
火
）、
パ

シ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
で
開
催
さ
れ

約
二
一
〇
名
が
参
加
し
た
。（
主
催
・
沖

縄
県
、
沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
ラ
ー
、
那

覇
港
管
理
組
合
、
沖
縄
県
商
工
会
議
所
連

合
会
）

　

説
明
会
で
は
、
沖
縄
県
国
際
物
流
商
業

課
、
沖
縄
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
、
那
覇
港
管

理
組
合
が
施
設
説
明
や
現
状
を
報
告
し
、

二
〇
一
七
年
度
完
成
予
定
の
那
覇
港
総
合

物
流
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　

次
に
県
内
物
流
企
業
各
社
に
よ
る
独
自

の
輸
送
方
法
や
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
海
外

で
の
入
管
手
続
き
、
陸
上
輸
送
等
に
つ
い

て
ア
ピ
ー
ル
し
た
後
、
個
別
相
談
会
に
移

り
参
加
者
は
各
社
の
ブ
ー
ス
で
資
料
を
収

集
し
、
具
体
的
な
商
談
に
取
り
組
ん
だ
。

　

今
回
の
説
明
会
に
参
加
し
た
県
内
の
物

流
企
業
は
次
の
通
り
。（
順
不
同
・
敬
称

略
）
南
西
海
運
／
琉
球
物
流
／
山
王
物
流

／
琉
球
通
運
／
琉
球
海
運
グ
ル
ー
プ
（
琉

球
海
運
・
オ
ゥ
・
テ
ィ
・
ケ
ィ
・
／
沖
縄

港
運
／
沖
縄
急
送
）・
沖
縄
国
際
海
運
・

Ａ
Ｎ
Ａ
C
a
r
g
o・
Ｏ
Ａ
Ｓ
航
空
・
沖
縄
ヤ

マ
ト
運
輸
・
佐
川
急
便
・
南
海
エ
ク
ス
プ

レ
ス
・
日
本
郵
便

沖
縄
国
際
物
流
モ
デ
ル
個
別
相
談
会
＆
合
同
説
明
会

海
外
展
開
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

個別相談会

沖縄県の説明物流業者の合同説明会
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一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…

一灯照隅　万灯照國

HAISAI【ハイサイ】2016・第236号 3
月号

HAISAI【ハイサイ】2016・第236号那覇商工会議所青年部会報

● 会員の会社紹介

今回は、沖縄ゼネラルグループから、ビジネス委員会の（株）ゼネラル情報通信の奥平雄太さん、スポー
ツ委員会の（有）沖縄ゼネラルの原田亮さんのお二人にお話しを伺いました。
※質問の答えは（奥）、（原）としています。
Ｑ：創業して何年ですか？
（奥）　6年目です。
（原）　12年目です。
Ｑ：会社の紹介をお願いします。
（奥）　沖縄県内でａｕショップを 9店舗運営しています。
1、ａｕショップ豊崎ＴＯＭＩＴＯＮ（豊見城市豊崎）2、ａｕショップ小禄（那覇市小禄）3、ａ
ｕショップ西消防署通り（那覇市久米）4、ａｕショップ医療センター前（南風原町新川）5、ａ
ｕショップ浦西（浦添市当山）6、ａｕショップ大謝名（宜野湾市大謝名）7、ａｕショップ知花（沖
縄市知花）8、ａｕショップもとぶ（本部町渡久地）9、ａｕショップ辺土名（国頭村辺土名）以
上 9店舗です。
又、ａｕ法人営業も行っていて、沖縄県内の法人のお客様の契約・アフターフォローも行ってい
ます。
（原）　コインパーキングの設置・運営の駐車場業、また沖縄県の観光客、ビジネスマン向けシティ
ホテルとして「ホテルコンチネンタル」、「那覇グランドホテル」、「ホテル国際プラザ」の運営。
さらに自動販売機の設置、オペレーション業、ホテル等で公開済みの映画・放送済みの番組など
を見たい時に視聴できる映像配信サービス（ビデオ・オン・デマンドシステム）設置、運営等を
展開しております。最近においてはカラオケ機器（「ＸＩＮＧ（エクシング）」）の販売、レンタル
にも力をいれています。
Ｑ：那覇YEGに入ったきっかけは？
（奥）　人脈を広げて仕事に繋げる為と、経営者の先輩方から学ぶ機会を増やす為に入会しました。
（原）　弊社代表である長嶺社長からの会員変更を機に入会させていただきました。
Q：那覇YEGに入っての感想
（奥）　 那覇ＹＥＧで初めての大きなイベントは富山県で開催された全国大会でした。そこでたくさ
んの良き先輩方に出会えて現在も楽しく参加させて頂いております。加入して人脈も増えました
し、先輩方を通して本当に勉強になる事ばかりです。まだまだ参加できていない事業なども多いの
で、今後も積極的に参加を心がけてＹＥＧの為にも自分の為にも頑張っていきたいと思います。

　
（
公
財
）
日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
ー

協
会
・
那
覇
商
工
会
議
所
共
催
に
よ

る
電
話
対
応
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が
二

月
三
日
（
水
）
開
催
さ
れ
、
四
二
名

が
参
加
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を

交
え
た
実
践
的
な
対
応
術
を
学
ん
だ
。

　

講
師
の
比
嘉
辰
子
氏
（
オ
フ
ィ
ス

ま
ろ
代
表
）
は
、
ク
レ
ー
ム
は
収
益

向
上
に
繋
が
る
無
形
資
産
で
あ
る
一

方
、
企
業
の
需
要
限
度
を
超
え
た
不

当
要
求
は
収
益
を
低
下
さ
る
。

　

し
か
し
、
き
ち
ん
と
し
た
対
応
を

す
れ
ば
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
、

Ｃ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　

ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
時
に
は
、
ク

ッ
シ
ョ
ン
言
葉
や
相
手
に
不
快
感
を

与
え
な
い
表
現
を
用
い
、
①
謝
罪
、

②
傾
聴
、
③
事
実
関
係
の
確
認
、
④

解
決
策
の
提
示
、
⑤
解
決
、
⑥
再
発

を
防
ぐ
情
報
の
共
有
等
、
全
て
の
お

客
様
に
公
平
に
対
処
し
、
特
別
扱
い

が
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
と

説
い
た
。

比嘉辰子オフィスまろ代表によるクレーム対応術

ク
レ
ー
ム
対
応
術
を
学
ぶ

電
話
対
応
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

琉球いろは歌

程順則（名護親方）は進貢使節として中国に渡り、人として身につけな
ければならない「六

りく
論
ゆ
衍
えん
義
ぎ
」を久米村に持ち帰り、最初の公立学校とな

る明倫堂を建て六論の教えを伝えた。多くの人々に広めようと「八・八・
八・六」の琉歌に詠み、いろは順に並べたのが「琉球いろは歌」です。この教えは、薩摩藩の島津藩主
を通じて江戸幕府の八代将軍吉宗へ伝えられ、道徳の教科書として寺子屋で使われました。
※引用　こころに留めたい「琉球いろは歌」47の言葉　琉球朝日放送編

戦前の明倫堂（現会議所近辺）
［写真提供：那覇市歴史博物館］

楽
らくにすだちゅしや
に育つは　苦

くるしゃしゅるむとぅい
しやしゆる基ひ

物
むぬゆうみちみてぃ
を思詰て　浮

うちゆわたり
世渡れ

【訳】	楽に育つのは苦しみのはじめ。よくよく考えて
浮世を渡りなさい。
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1、ａｕショップ豊崎ＴＯＭＩＴＯＮ（豊見城市豊崎）2、ａｕショップ小禄（那覇市小禄）3、ａ
ｕショップ西消防署通り（那覇市久米）4、ａｕショップ医療センター前（南風原町新川）5、ａ
ｕショップ浦西（浦添市当山）6、ａｕショップ大謝名（宜野湾市大謝名）7、ａｕショップ知花（沖
縄市知花）8、ａｕショップもとぶ（本部町渡久地）9、ａｕショップ辺土名（国頭村辺土名）以
上 9店舗です。
又、ａｕ法人営業も行っていて、沖縄県内の法人のお客様の契約・アフターフォローも行ってい
ます。
（原）　コインパーキングの設置・運営の駐車場業、また沖縄県の観光客、ビジネスマン向けシティ
ホテルとして「ホテルコンチネンタル」、「那覇グランドホテル」、「ホテル国際プラザ」の運営。
さらに自動販売機の設置、オペレーション業、ホテル等で公開済みの映画・放送済みの番組など
を見たい時に視聴できる映像配信サービス（ビデオ・オン・デマンドシステム）設置、運営等を
展開しております。最近においてはカラオケ機器（「ＸＩＮＧ（エクシング）」）の販売、レンタル
にも力をいれています。
Ｑ：那覇YEGに入ったきっかけは？
（奥）　人脈を広げて仕事に繋げる為と、経営者の先輩方から学ぶ機会を増やす為に入会しました。
（原）　弊社代表である長嶺社長からの会員変更を機に入会させていただきました。
Q：那覇YEGに入っての感想
（奥）　 那覇ＹＥＧで初めての大きなイベントは富山県で開催された全国大会でした。そこでたくさ
んの良き先輩方に出会えて現在も楽しく参加させて頂いております。加入して人脈も増えました
し、先輩方を通して本当に勉強になる事ばかりです。まだまだ参加できていない事業なども多いの
で、今後も積極的に参加を心がけてＹＥＧの為にも自分の為にも頑張っていきたいと思います。
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●第59回臨時総会

　２月１０日に行われた第 59 回臨時総会におきましては、多くの会員の皆様にご出席頂き、多く
の皆様に多大なるご協力を頂きましたことを厚く御礼申し上げます。 誠にありがとうございまし
た。また、平成 28 年度役員予定者の承認を頂きましたことを御礼申し上げます。
本当にありがとうございました。
　今回研修委員会と合同事業ということもあり、難しい面も多々ありましたが、研修委員会・総
務委員会のメンバーが全力を尽くしてくれ、成功に終えることができたのではないかと思います。
　誠にありがとうございました。

総務委員会委員長　　儀間　純

（原）　会員の皆様がＹＥＧの活動で地域経済に貢献されながら、かつ自分自身におかれましても自
己研鑽されており、一緒に活動させていただく中で私も非常に多くを学ばせて頂いています。
Q：会社もしくは、個人としての今後の目標

（奥）　ａｕショップとしては、ａｕ沖縄セルラーの『地元に全力』のスローガンを今後も掲げつつ、
沖縄の幅広いユーザーの皆様にご支持を頂きながら、便利で役に立つコンテンツやサービスを引き
続きご提供できるようにしていく事が目標であり我々の使命だと考えております。また、今後は機
会があれば情報通信業のみではなく時代のニーズに沿った商材等を取り扱い、事業拡大をしていき
沖縄ゼネラルグループとして地域・社会へ貢献していければと考えております。

（原）　企業理念である「信頼関係の構築」を大切にしながら県内はもちろん県外、海外にも目を向
け、ネットワークを広げ、事業展開をしてまいりたいと思います。

　総合人材サービスのテンプスタッフフォーラム（株）沖縄オフィス
の具志堅明子と申します。弊社は今年 10 月に沖縄で事務所を開設し
20 年目の節目を迎えます。私たちが目指すのは『働く人と働く会社
のベストな関係』。働く人の「仕事を探したい、働きたい」という思
いと、人材を探している会社の「こんな人と働きたい」という双方の
願いを叶えることができるように、その時の状況にあったことをサポ
ートさせていただいております。事務系の女性スタッフに多くご登録
いただいているため、派遣社員の産休育休制度をいち早く取り入れ、
沖縄の女性が安心して働ける環境づくりに努めております。那覇市近

郊の人材をお探しならテンプスタッフフォーラム沖縄オフィスへ。

　株式会社　大進商会の新垣　善久と申します。弊社は創業 68 年、
材木屋よりスタートし時代の変化に対応して現在は線材 2 次製品（鉄
線、溶接金網及び鉄筋格子、ひし形金網、釘類、ナマシ鉄線）の製造・
販売、壁面緑化、土木工事、フェンス工事などを行っております。※
鉄線、溶接金網及び鉄筋格子、ひし形金網においては日本工業規格認
証（ＪＩＳ認証）取得工場になっております。
　特に主力製品の溶接金網（ワイヤーメッシュ）、形が残り都市景観
などのシンボルにもなるＴＭＫフェンスには弊社の製品を組合せて付
加価値を付け、他社と差別化された大進商会独自の製品・サービスを

お客様に提供することを心掛けております。
　高い品質・技術力で皆様のお手伝いをさせて頂きたいと思っております、どのようなこと
でも構いませんのでお気軽にご相談下さい、お客様それぞれに合った商品をいっしょに創り
あげましょう。

● 新会員紹介

テンプスタッフフォーラム（株）
具志堅　明子

株式会社　大進商会
新垣　善久
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会員募集中
女性会は女性経営者、
経営者をサポートする
女性の集まりです。

会員募集中会員募集中会員募集中会員募集中会員募集中会員募集中会員募集中会員募集中会員募集中

お問い合せ先：
那覇市商工会議所中小企業相談部女性事務局

（担当：又吉・小嶺）

会員募集中
女性会は女性経営者、
経営者をサポートする
女性の集まりです。

お問い合せ先：
那覇市商工会議所中小企業相談部女性事務局

（担当：又吉・小嶺）

　二
月
五
日
（
金
）
十
二
時
か
ら
浦

添
商
工
会
議
所
会
議
室
に
て
県
連
の

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
題

① 

視
察
研
修
に
つ
い
て

② 

そ
の
他

　今
回
、
県
連
事
業
の
一
環
と
し
て
、

北
部
視
察
研
修
へ
の
日
程
に
つ
い
て

及
び
視
察
先
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

持
ち
ま
し
た
。

　様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
今

回
は
、（
株
）
あ
い
あ
い
フ
ァ
ー
ム

に
視
察
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　（
株
）
あ
い
あ
い
フ
ァ
ー
ム
は
、
今

帰
仁
村
の
旧
湧
川
小
学
校
校
舎
を
改

装
し
、
食
品
工
房
と
有
機
農
場
、
レ

ス
ト
ラ
ン
と
ホ
テ
ル
、
直
売
所
を
併

設
。（
食
育
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
六
次

産
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　提
供
す
る
食
事
は
「
ま
ご
は
や
さ

し
い
」
の
和
食
を
ベ
ー
ス
に
、
自
社

農
場
の
採
れ
た
て
サ
ラ
ダ
や
副
菜
、

も
の
づ
く
り
工
房
の
島
豆
腐
や
天
然

酵
母
無
添
加
パ
ン
、
玄
米
味
噌
な
ど

の
ほ
か
、
今
帰
仁
村
の
素
材
に
こ
だ

わ
っ
た
科
学
調
味
料
不
使
用
の
安
心

で
美
味
し
い
料
理
が
中
心
と
な
り
ま

す
。　又

、
第
三
十
三
回
東
村
つ
つ
じ
祭

り
も
見
学
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　二
日
目
に
は
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル

マ
ハ
イ
ナ
の
方
よ
り
講
話
を
頂
く
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
大
変
有
意
義
な

視
察
研
修
に
な
り
そ
う
で
す
。

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
理
事
会
を
開
催
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─
　営
業
力
を
強
化
す
る
に
は
（
12
） ─

　固
定
客
を
増
や
す
に
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
満
足
度
は
勿
論
で
す
が
、
御
社

と
顧
客
と
の
関
係
性
に
対
す
る
満
足
度
も

必
要
で
す
。

　長
年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
や
古
く
か
ら
の

友
人
の
よ
う
に
、
「
細
か
い
事
を
説
明
し

な
く
て
も
分
か
っ
て
も
ら
え
る
関
係
」
が

築
け
て
い
れ
ば
、
多
少
の
事
で
は
顧
客
は

離
れ
ま
せ
ん
。

　逆
を
言
え
ば
、
少
し
価
格
が
違
う
だ
け
で

簡
単
に
顧
客
が
他
社
に
流
れ
る
の
は
、
関
係

性
が
浅
い
か
ら
で
す
。

関
係
性
と
理
解
か
ら
生
じ
る

　企
業
と
顧
客
と
の
関
係
性
と
言
っ
て
も
、
結

局
の
所
は
人
間
関
係
で
す
。

　た
だ
、
「
仲
の
良
さ
」
や
「
友
達
付
き
合

い
」
と
は
趣
が
異
な
り
ま
す
。

　一
つ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
以
上
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
仲
立
ち
と
し
た
人
間
関
係
だ

と
い
う
事
で
す
。

　営
業
担
当
者
の
中
に
は
、
顧
客
と
仲
良
く

さ
え
な
れ
ば
受
注
で
き
る
と
考
え
る
人
も
い

ま
す
が
、
顧
客
に
合
っ
た
商
品
を
分
か
り
や

す
く
提
示
で
き
な
け
れ
ば
、
商
談
は
成
約
し

ま
せ
ん
。

　商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
顧
客
の
役
に
立
つ
前

提
で
な
け
れ
ば
、
顧
客
は
顧
客
た
り
え
ず
、

た
だ
の
話
し
相
手
で
終
わ
り
ま
す
。

　そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
顧
客
の
立
場

を
よ
く
理
解
し
、
「
顧
客
が
真
に
求
め
て
い

る
事
」
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
顧
客
側
に
も
、
御
社
は
何
を
ど
こ

ま
で
で
き
る
の
か
を
分
か
っ
て
貰
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　そ
の
よ
う
な
「
相
互
理
解
」
に
基
づ
く
人

間
関
係
の
深
さ
が
重
要
だ
と
言
う
事
で
す
。

複
数
の
社
員
で
顧
客
に
接
す
る

　も
う
一
つ
は
、
一
対
一
の
人
間
関
係
で
は

な
い
と
い
う
事
で
す
。

　営
業
担
当
者
は
顧
客
と
の
接
点
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
後
に
は
、
生
産
や
作
業
、
事

務
の
担
当
者
が
控
え
て
い
ま
す
。

　そ
れ
ら
の
担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
が
顧
客
を
よ

く
理
解
し
な
い
と
、
会
社
全
体
と
し
て
良
い

仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
顧
客
も
「
知
っ
て
い
る
社
員
」
が

多
け
れ
ば
多
い
程
、
そ
の
会
社
に
親
し
み
を

持
つ
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　つ
ま
り
、
顧
客
を
囲
い
込
む
に
は
人
間
関

係
の
複
線
化
も
必
要
な
の
で
す
。

営
業
担
当
者
だ
け
で
は
限
界

　会
社
は
組
織
で
あ
る
以
上
、
顧
客
に
は
組

織
（
役
割
分
担
し
た
複
数
の
人
々
）
で
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　特
に
、
営
業
担
当
者
が
苦
手
と
す
る
部
分

を
、
他
の
担
当
者
が
補
う
体
制
が
重
要
で
す
。

　例
え
ば
、
営
業
担
当
者
に
は
売
上
目
標
が

あ
る
た
め
、
受
注
後
は
、
そ
の
顧
客
の
フ
ォ

ロ
ー
よ
り
も
次
の
商
談
に
目
が
向
き
が
ち
で

す
。　ま

た
、
目
標
は
月
次
で
立
て
る
事
が
多
い

た
め
、
ど
う
し
て
も
目
線
が
短
期
的
に
な
り

ま
す
。
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
種
ま
き
は
後

回
し
に
し
が
ち
で
す
。

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
多
く
の
人
は
苦
手
で

す
。
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
ど
こ
ろ
か
、
ハ
ガ

キ
の
文
面
作
り
さ
え
苦
戦
す
る
営
業
担
当
者

は
よ
く
見
ま
す
。

　こ
う
し
た
部
分
を
補
完
す
る
体
制
が
会
社

に
は
必
要
で
す
。

　「
売
る
の
は
営
業
の
仕
事
」
と
言
っ
て
、

全
て
を
営
業
担
当
者
に
押
し
つ
け
て
い
て
は
、

顧
客
と
の
長
期
的
な
関
係
を
築
く
事
は
で
き

ま
せ
ん
。

　直
接
売
る
の
が
営
業
担
当
者
と
い
う
だ
け

で
あ
っ
て
、
他
の
社
員
も
間
接
的
に
支
え
て

い
る
の
で
す
。

顧
客
情
報
の
一
元
デ
ー
タ
管
理
を

　商
談
や
取
引
の
履
歴
は
記
録
が
必
要
で
す
。

記
憶
に
頼
る
と
忘
れ
た
り
間
違
え
た
り
し
ま

す
。
特
に
怖
い
の
は
引
き
継
ぎ
ミ
ス
で
す
。

　ま
た
、
顧
客
に
会
う
前
は
、
過
去
の
履
歴

を
復
習
す
べ
き
で
す
。
さ
も
な
い
と
、
商
談

や
面
談
の
密
度
が
薄
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
を

す
る
に
も
「
記
録
」
で
す
。

　ま
た
、
顧
客
へ
の
一
斉
案
内
を
す
る
に
は

デ
ー
タ
化
が
必
要
で
す
。
最
近
で
は
顧
客
の

タ
イ
プ
別
に
Ｄ
Ｍ
を
使
い
分
け
る
の
が
当
然

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
す
る
に

も
顧
客
管
理
が
必
要
で
す
。

　顧
客
管
理
は
Ｃ
Ｒ
Ｍ
と
も
言
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
顧
客
関
係
管
理
の
略
で
す
。
関
係
性

を
管
理
す
る
の
で
す
。

株式会社経営戦略オフィス
代表取締役

中小企業診断士

井海宏通 131

井
海

　宏
通

　株
式
会
社
経
営
戦
略
オ
フ
ィ

ス
代
表
取
締
役
。
中
小
企
業
診

断
士
。
那
覇
を
拠
点
に
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動

中
。
那
覇
商
工
会
議
所
登
録
エ

キ
ス
パ
ー
ト
。
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
。

■連絡先■
（TEL）090-9442-6356
（Mail）ikai@mbn.nifty.com
（URL）http://www.ikai.jp/
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世界は優しさで溢れている。
あらゆる物は誰かによって、よりよいものをと考えて作られている。
改善の連続の結果、今こうして目の前にある。
優しさがつまっている

書道家・武田　双雲（たけだ・そううん）
　書道家。熊本育ち。３歳から母である双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」など数々の題字を手がける。全国でユニークな個展を開催。著書は、
作品集【絆】、【上機嫌のすすめ】など20を超える。書道教室は約３００名（２００５年より満席状態が続く）。公式
ブログ「書の力」のアクセス数は、１日５万を超える。⇒ http://ameblo.jp/souun

戦後、厳しい時代を生きてきてドレスを着る暇もなかった方々に綺麗になって頂き、

これから先の人生も美しく生きる力を引き出したいと思い、高齢者施設にてB.B ブライダルファッションショーを

行っています。ローズヒップは最高の満足、最高の感動を与えて、感動を共有し豊かな社会の実現に貢献します。

同社ではB.B ブライダルファッションショーの依頼をお待ちしております。

B.Bブライダルファッションショー

トータルビューティーサロン　ローズヒップ
那覇市天久 2-1-21 GY ビル 2F
TEL:098-860-6600  FAX:098-860-6601

h t t p : / /www . r o seh i p -ok i . com/

会員の窓
Member's window

WEB
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　読
者
の
皆
さ
ん
は
、普
段
、ど
の
よ
う
に

自
己
紹
介
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？　ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
に
い
る
と
、自
己
紹

介
を
す
る
機
会
は
非
常
に
多
い
も
の
で

す
。そ
し
て
、そ
れ
は
自
分
を
売
り
込
む
絶

好
の
機
会
に
も
な
り
ま
す
。た
と
え
数
十

秒
間
し
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、即
興
や

ア
ド
リ
ブ
で
自
己
紹
介
を
適
当
に
済
ま
せ

て
し
ま
う
の
は
、あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い

な
い
。

異
動
や
昇
進
、新
し
い
同
僚
や
取
引
先
と

の
出
会
い
が
待
ち
受
け
る
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、今
回
は
「
た
っ
た
15
秒
で
自
分
を
売

り
込
む
自
己
紹
介
」の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　自
己
紹
介
は
、自
分
で
自
分
の
こ
と
を

話
す
も
の
で
す
が
、だ
か
ら
と
い
っ
て
一

方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。相
手
が
「
ふ
ー
ん
」程
度
の

反
応
し
か
示
さ
な
か
っ
た
り
、「
し
ー
ん
」

と
し
て
し
ま
っ
て
反
応
す
ら
な
い
自
己
紹

介
で
は
、あ
ま
り
や
る
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
へ
？
」「
な
る
ほ
ど
！
」「
意
外
！
」な

ど
、声
を
発
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

何
ら
か
の
思
考
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
得
ら
れ

る
よ
う
自
己
紹
介
す
る
こ
と
が
コ
ツ
で

す
。　そ

の
た
め
に
、ま
ず
は
次
の
よ
う
な
自

己
紹
介
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
書
き
起
こ
す
作

業
が
必
要
で
す
。「
自
分
に
は
、ど
ん
な
強

み
が
あ
る
の
か
」「
ど
ん
な
と
き
に
、ど
の

よ
う
に
相
手
の
役
に
立
て
る
の
か
」「
自
分

は
、人
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る

の
か
」「
そ
し
て
、そ
れ
を
覆
す
意
外
な
一

面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
」。こ
の
よ
う
に
自
己
紹
介
を
す
る

相
手
や
状
況
を
い
く
つ
か
想
定
し
、キ
ー

ワ
ー
ド
を
書
く
な
ど
、確
認
を
し
て
お
く

こ
と
で
、即
興
や
ア
ド
リ
ブ
に
頼
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。緊
張
す
る
こ
と
も
減

る
で
し
ょ
う
。

　例
え
ば
自
分
が
生
真
面
目
で
お
と
な
し

い
タ
イ
プ
に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
れ
ば
、失

敗
談
や
ジ
ョ
ー
ク
の
ひ
と
つ
も
交
え
て
み

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。社
交
的
だ
と
思
わ

れ
て
い
る
人
が
、実
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は

無
口
で
、と
い
う
の
も
、や
は
り
相
手
が
抱

く
印
象
は
深
く
な
り
ま
す
。私
の
場
合
で

す
が
、「
高
所
恐
怖
症
な
の
に
キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
だ
っ
た
」と
か
「
恥
ず
か
し

が
り
や
の
元
演
劇
部
」な
ど
と
自
己
紹
介

す
る
と
、相
手
の
方
は
「
え
、本
当
で
す
か
」

と
驚
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ

う
に
意
外
な
一
面
を
見
せ
た
り
、ク
ス
ッ

と
笑
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、高
い
確

率
で
覚
え
て
も
ら
え
、次
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
が
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　ま
た
、相
手
と
自
分
と
の
共
通
点
を
見

つ
け
、そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
も
、自
己
紹
介

の
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。例
え
ば
、相
手
が

身
に
着
け
て
い
る
ネ
ク
タ
イ
や
腕
時
計
の

ブ
ラ
ン
ド
を
さ
り
げ
な
く
確
認
し
、自
分

も
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
る

こ
と
を
伝
え
る
と
、相
手
は
自
分
自
身
が

褒
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
満
足
し
ま
す
。

当
然
、あ
な
た
に
対
す
る
親
近
感
や
好
意

を
抱
く
は
ず
で
す
。一
つ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

と
し
て
、ぜ
ひ
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　15
秒
程
度
の
時
間
だ
っ
た
と
し
て
も
、

以
上
の
よ
う
な
自
己
紹
介
が
で
き
れ
ば
、

合
格
点
と
い
え
ま
す
。た
だ
し
、自
己
紹
介

は
自
分
を
売
り
込
む
良
い
機
会
で
す
が
、

く
れ
ぐ
れ
も
〝
自
慢
話
〞に
は
な
ら
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。子
ど
も
自

慢
、学
歴
自
慢
、趣
味
自
慢
…
…
。誰
も
聞

き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

美
月

　あ
き
こ
／
み
づ
き
・
あ
き
こ

　

　人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・AllAbout

「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
ガ
イ
ド
。
大
学
卒
業
後
、
国
際

線
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（CA

）
と
し
て
十
七

年
間
勤
務
。
二
〇
〇
四
年
に
起
業
。CA

経
験
者
約

五
六
〇
〇
人
を
母
集
団
に
持
つ
「CA-STYLE

」
を

主
宰
。
企
業
の
顧
客
満
足
度
調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
の
期
待
と
知

覚
品
質
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
信
頼
性

や
共
感
性
な
ど
サ
ー
ビ
ス
品
質
に
お
け
る
六
つ
の

次
元
と
収
束
性
か
ら
顧
客
満
足
度
を
数
値
化
し
、

CA

経
験
者
の
感
性
を
付
加
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
著
書
に
『
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
乗
る
人

の
シ
ン
プ
ル
な
習
慣
』（
祥
伝
社
）、『
た
っ
た
一
分

で
う
ち
と
け
、
三
〇
分
以
上
会
話
が
つ
づ
く
話
し

方
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
。

人材育成コンサルタント
美月　あきこ
( みづき・あきこ)

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
チ
⑤

た
っ
た
15
秒
で
も
自
分
を
売
り
込
む
自
己
紹
介
編

　昨年末に「女性活躍の建前ホンネ」というテーマの番組で（BS フジ）岩田喜美枝氏（内閣府
男女共同参画会議議員）と深澤真紀氏（コラムニスト）と対談させていただく機会がありました。
その際は、「社会で女性の活躍するフィールドは増えていく。そのスピードを加速させるため、
ボトルネックの解消を急くべき」との意見で一致しました。番組終了後も討議を続け、女性活
躍に対する問題意識を高めるいい機会になりました。そこで、ビジネス界で活躍する女性との
人脈を広げるヒントを考えてみたいと思います。
　すでにビジネス界で活躍している女性はたくさんいます。ただし、女性活躍が立ち遅れてい
る業界もたくさんあることも事実です。そのような業界では、いまだに男性との人脈だけで仕
事をしている男性経営者がたくさんいます。先日、お会いした製造業の社長は社外の人脈で女
性は皆無。ゆえに異業種交流会のような機会で女性経営者とお会いしても何を話していいのか
困惑するだけです。仕方がないような気もしますが、今後はそれでは済まされません。
　では、どのようにすればいいのでしょうか？ 「褒める」ことによってお互いの距離を縮める
ことがポイントです。会うたびに「褒め」を繰り返してみてください。「褒める」を繰り返して、
女性経営者との人脈を広げているＳさんは「一度褒めたから、もういいだろう」と油断しない
ように心掛けているそうです。ある調査結果によれば、女性は男性よりも「自分は周りからど
う思われているのだろう？」という心理的な不安が高いのです。褒めるべき場面を見つけたら、
その都度褒めてあげましょう。いわば褒めの「上書き」です。
　また、同じ場面に出くわしても評価基準が厳しく「できて当たり前」となかなか褒めない人、
割とすぐに「よくできました」と褒める人がいます。このバランスが、とても難しいところです。
当方は人事の仕事をしていることもあり、人を評価する場面も多いのですが「厳しめ」よりも「や
や甘め」の視点が時代には合っていると感じます。ただし、「ハロー（後光）効果」な褒めは避
けましょう。ハロー効果とは、人が何かを評価する際、ある特徴によって他の評価も大きく変
化してしまう心理的な現象のこと。例えば「10 年前に地元で大きなイベントを仕切って大活躍
されたのですよね。優秀なのですね」などと過去の成果や経歴を引っ張り出して優秀さを褒め
るより、目の前で取り組む「気配りの細やかさに驚きます」と褒めてください。いわゆるハロー
効果による褒めは本人も勘違いしてしまい、良いことはありませんので注意しましょう。

高城　幸司／たかぎ・こうじ
　1964年生まれ。同志社大学文学部卒業後、株式会社リクルートに入社。六期連続トップセールスに輝き、「伝
説のトップセールスマン」と呼ばれる。96年に日本初の独立／起業の情報誌「アントレ」を立ち上げ、事業部長、
編集長を歴任。その後、独立し、人事コンサルティング会社をはじめ三社の経営に携わる。現在は企業に対する人
材育成、人事戦略の策定などを行っている。

株
式
会
社
セ
レ
ブ
レ
イ
ン 

代
表
取
締
役
社
長

高

　城

　幸

　司

『“褒めて ”女性人脈を広げよう』
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　読
者
の
皆
さ
ん
は
、普
段
、ど
の
よ
う
に

自
己
紹
介
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？　ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
に
い
る
と
、自
己
紹

介
を
す
る
機
会
は
非
常
に
多
い
も
の
で

す
。そ
し
て
、そ
れ
は
自
分
を
売
り
込
む
絶

好
の
機
会
に
も
な
り
ま
す
。た
と
え
数
十

秒
間
し
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、即
興
や

ア
ド
リ
ブ
で
自
己
紹
介
を
適
当
に
済
ま
せ

て
し
ま
う
の
は
、あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い

な
い
。

異
動
や
昇
進
、新
し
い
同
僚
や
取
引
先
と

の
出
会
い
が
待
ち
受
け
る
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、今
回
は
「
た
っ
た
15
秒
で
自
分
を
売

り
込
む
自
己
紹
介
」の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　自
己
紹
介
は
、自
分
で
自
分
の
こ
と
を

話
す
も
の
で
す
が
、だ
か
ら
と
い
っ
て
一

方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。相
手
が
「
ふ
ー
ん
」程
度
の

反
応
し
か
示
さ
な
か
っ
た
り
、「
し
ー
ん
」

と
し
て
し
ま
っ
て
反
応
す
ら
な
い
自
己
紹

介
で
は
、あ
ま
り
や
る
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
へ
？
」「
な
る
ほ
ど
！
」「
意
外
！
」な

ど
、声
を
発
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

何
ら
か
の
思
考
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
得
ら
れ

る
よ
う
自
己
紹
介
す
る
こ
と
が
コ
ツ
で

す
。　そ

の
た
め
に
、ま
ず
は
次
の
よ
う
な
自

己
紹
介
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
書
き
起
こ
す
作

業
が
必
要
で
す
。「
自
分
に
は
、ど
ん
な
強

み
が
あ
る
の
か
」「
ど
ん
な
と
き
に
、ど
の

よ
う
に
相
手
の
役
に
立
て
る
の
か
」「
自
分

は
、人
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る

の
か
」「
そ
し
て
、そ
れ
を
覆
す
意
外
な
一

面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
」。こ
の
よ
う
に
自
己
紹
介
を
す
る

相
手
や
状
況
を
い
く
つ
か
想
定
し
、キ
ー

ワ
ー
ド
を
書
く
な
ど
、確
認
を
し
て
お
く

こ
と
で
、即
興
や
ア
ド
リ
ブ
に
頼
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。緊
張
す
る
こ
と
も
減

る
で
し
ょ
う
。

　例
え
ば
自
分
が
生
真
面
目
で
お
と
な
し

い
タ
イ
プ
に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
れ
ば
、失

敗
談
や
ジ
ョ
ー
ク
の
ひ
と
つ
も
交
え
て
み

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。社
交
的
だ
と
思
わ

れ
て
い
る
人
が
、実
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は

無
口
で
、と
い
う
の
も
、や
は
り
相
手
が
抱

く
印
象
は
深
く
な
り
ま
す
。私
の
場
合
で

す
が
、「
高
所
恐
怖
症
な
の
に
キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
だ
っ
た
」と
か
「
恥
ず
か
し

が
り
や
の
元
演
劇
部
」な
ど
と
自
己
紹
介

す
る
と
、相
手
の
方
は
「
え
、本
当
で
す
か
」

と
驚
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ

う
に
意
外
な
一
面
を
見
せ
た
り
、ク
ス
ッ

と
笑
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、高
い
確

率
で
覚
え
て
も
ら
え
、次
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
が
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　ま
た
、相
手
と
自
分
と
の
共
通
点
を
見

つ
け
、そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
も
、自
己
紹
介

の
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。例
え
ば
、相
手
が

身
に
着
け
て
い
る
ネ
ク
タ
イ
や
腕
時
計
の

ブ
ラ
ン
ド
を
さ
り
げ
な
く
確
認
し
、自
分

も
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
る

こ
と
を
伝
え
る
と
、相
手
は
自
分
自
身
が

褒
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
満
足
し
ま
す
。

当
然
、あ
な
た
に
対
す
る
親
近
感
や
好
意

を
抱
く
は
ず
で
す
。一
つ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

と
し
て
、ぜ
ひ
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　15
秒
程
度
の
時
間
だ
っ
た
と
し
て
も
、

以
上
の
よ
う
な
自
己
紹
介
が
で
き
れ
ば
、

合
格
点
と
い
え
ま
す
。た
だ
し
、自
己
紹
介

は
自
分
を
売
り
込
む
良
い
機
会
で
す
が
、

く
れ
ぐ
れ
も
〝
自
慢
話
〞に
は
な
ら
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。子
ど
も
自

慢
、学
歴
自
慢
、趣
味
自
慢
…
…
。誰
も
聞

き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

美
月

　あ
き
こ
／
み
づ
き
・
あ
き
こ
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財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・AllAbout

「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
ガ
イ
ド
。
大
学
卒
業
後
、
国
際

線
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（CA

）
と
し
て
十
七

年
間
勤
務
。
二
〇
〇
四
年
に
起
業
。CA

経
験
者
約

五
六
〇
〇
人
を
母
集
団
に
持
つ
「CA-STYLE

」
を

主
宰
。
企
業
の
顧
客
満
足
度
調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
の
期
待
と
知

覚
品
質
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
信
頼
性

や
共
感
性
な
ど
サ
ー
ビ
ス
品
質
に
お
け
る
六
つ
の

次
元
と
収
束
性
か
ら
顧
客
満
足
度
を
数
値
化
し
、

CA

経
験
者
の
感
性
を
付
加
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
著
書
に
『
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
乗
る
人

の
シ
ン
プ
ル
な
習
慣
』（
祥
伝
社
）、『
た
っ
た
一
分

で
う
ち
と
け
、
三
〇
分
以
上
会
話
が
つ
づ
く
話
し

方
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
。

人材育成コンサルタント
美月　あきこ
( みづき・あきこ)

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
チ
⑤

た
っ
た
15
秒
で
も
自
分
を
売
り
込
む
自
己
紹
介
編

　昨年末に「女性活躍の建前ホンネ」というテーマの番組で（BS フジ）岩田喜美枝氏（内閣府
男女共同参画会議議員）と深澤真紀氏（コラムニスト）と対談させていただく機会がありました。
その際は、「社会で女性の活躍するフィールドは増えていく。そのスピードを加速させるため、
ボトルネックの解消を急くべき」との意見で一致しました。番組終了後も討議を続け、女性活
躍に対する問題意識を高めるいい機会になりました。そこで、ビジネス界で活躍する女性との
人脈を広げるヒントを考えてみたいと思います。
　すでにビジネス界で活躍している女性はたくさんいます。ただし、女性活躍が立ち遅れてい
る業界もたくさんあることも事実です。そのような業界では、いまだに男性との人脈だけで仕
事をしている男性経営者がたくさんいます。先日、お会いした製造業の社長は社外の人脈で女
性は皆無。ゆえに異業種交流会のような機会で女性経営者とお会いしても何を話していいのか
困惑するだけです。仕方がないような気もしますが、今後はそれでは済まされません。
　では、どのようにすればいいのでしょうか？ 「褒める」ことによってお互いの距離を縮める
ことがポイントです。会うたびに「褒め」を繰り返してみてください。「褒める」を繰り返して、
女性経営者との人脈を広げているＳさんは「一度褒めたから、もういいだろう」と油断しない
ように心掛けているそうです。ある調査結果によれば、女性は男性よりも「自分は周りからど
う思われているのだろう？」という心理的な不安が高いのです。褒めるべき場面を見つけたら、
その都度褒めてあげましょう。いわば褒めの「上書き」です。
　また、同じ場面に出くわしても評価基準が厳しく「できて当たり前」となかなか褒めない人、
割とすぐに「よくできました」と褒める人がいます。このバランスが、とても難しいところです。
当方は人事の仕事をしていることもあり、人を評価する場面も多いのですが「厳しめ」よりも「や
や甘め」の視点が時代には合っていると感じます。ただし、「ハロー（後光）効果」な褒めは避
けましょう。ハロー効果とは、人が何かを評価する際、ある特徴によって他の評価も大きく変
化してしまう心理的な現象のこと。例えば「10 年前に地元で大きなイベントを仕切って大活躍
されたのですよね。優秀なのですね」などと過去の成果や経歴を引っ張り出して優秀さを褒め
るより、目の前で取り組む「気配りの細やかさに驚きます」と褒めてください。いわゆるハロー
効果による褒めは本人も勘違いしてしまい、良いことはありませんので注意しましょう。

高城　幸司／たかぎ・こうじ
　1964年生まれ。同志社大学文学部卒業後、株式会社リクルートに入社。六期連続トップセールスに輝き、「伝
説のトップセールスマン」と呼ばれる。96年に日本初の独立／起業の情報誌「アントレ」を立ち上げ、事業部長、
編集長を歴任。その後、独立し、人事コンサルティング会社をはじめ三社の経営に携わる。現在は企業に対する人
材育成、人事戦略の策定などを行っている。
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『“褒めて ”女性人脈を広げよう』
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「
地
域
か
ら
の
産
品
は
色
使
い
が
、
い
ま

ひ
と
つ
な
も
の
が
多
い
で
す
ね
」。
先

日
、
藤
巻
百
貨
店
を
運
営
す
る
株
式
会
社

caram
o

の
中
村
亮
社
長
と
話
し
て
い
て
、

そ
ん
な
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
藤
巻
百
貨

店
は
、
伊
勢
丹
の
カ
リ
ス
マ
バ
イ
ヤ
ー
と

し
て
知
ら
れ
た
故
・
藤
巻
幸
大
氏
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
で
、

全
国
各
地
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た
品
々
を
ス

ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
消
費
者
に
届
け
て
い

ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
藤
巻
氏
と
一
緒

に
立
ち
上
げ
た
の
が
中
村
さ
ん
で
す
。

　中
村
さ
ん
の
言
葉
の
真
意
は
こ
う
で
す
。

「
木
の
肌
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
よ
う
な

も
の
は
仕
方
が
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
素

材
の
雑
貨
や
小
物
類
は
、
商
品
企
画
の
段

階
で
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
あ
る
べ
き
姿
が
き

ち
ん
と
追
求
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
」。
茶
色
や
ベ
ー
ジ
ュ
、
黒
や
グ
レ
ー

と
い
っ
た
地
味
で
当
た
り
障
り
の
な
い
色

が
、
さ
し
た
る
理
由
も
な
く
安
易
に
選
ば

れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
す
。
そ
の
見
方

の
背
景
に
は
、
藤
巻
百
貨
店
の
商
品
選
択

に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　「藤
巻
さ
ん
は
と
て
も
色
に
こ
だ
わ
っ

た
人
で
し
た
」。
中
村
さ
ん
に
よ
る
と
、

こ
れ
だ
け
生
活
の
中
に
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
て

い
る
時
代
で
、
さ
ら
に
自
分
た
ち
の
安
く

な
い
価
格
の
商
品
を
買
っ
て
も
ら
う
に
は
、

そ
れ
が
単
に
機
能
に
優
れ
て
い
る
だ
け
は

ダ
メ
で
、
買
う
こ
と
、
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
深
い
満
足
感
や
幸
せ
を
感
じ
る
よ
う
な

も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
、
と
り

わ
け
カ
ラ
ー
は
と
て
も
重
要
な
要
素
で
す
。

い
ろ
ん
な
地
域
の
産
品
が
集
ま
る
展
示
会

で
「
う
ち
が
扱
っ
て
い
る
商
品
が
出
て
い

た
ら
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。
他
と
は
色
使
い

が
違
う
か
ら
で
す
」
と
中
村
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

　藤
巻
百
貨
店
の
通
販
サ
イ
ト
を
見
る

と
、
見
せ
方
と
商
品
が
持
つ
ス
ト
ー
リ
ー

の
伝
え
方
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
す

ぐ
分
か
り
ま
す
。
ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
に
代

表
さ
れ
る
普
通
の
ネ
ッ
ト
通
販
と
言
え
ば
、

ネ
ッ
ト
の
持
つ
検
索
性
を
生
か
し
て
、
消

費
者
が
い
か
に
低
価
格
で
買
い
物
が
で
き

る
か
と
い
う
機
能
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
出
店
し
て
い
る
お
店
も
サ
イ
ト
も

価
値
は
価
格
勝
負
と
品
ぞ
ろ
え
で
す
。
藤

巻
百
貨
店
は
そ
れ
と
真
逆
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
こ
に
し
か
な
い
品
物
を
多
少
高
く

て
も
納
得
し
て
買
っ
て
も
ら
い
、
満
足
し

て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

主
眼
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト

商
品
開
発
に
お
い
て
は
、
価
格
勝
負
の
も

の
を
つ
く
っ
て
い
て
は
先
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
た
ら
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　中
村
さ
ん
と
商
品
開
発
の
話
を
す
る

と
、
ま
ず
「
そ
れ
は
、
誰
を
ど
ん
な
場
面

で
、
ど
う
幸
せ
に
し
ま
す
か
？
」
と
問
わ

れ
ま
す
。
バ
イ
ヤ
ー
に
相
談
す
る
前
に
そ

れ
だ
け
は
明
確
に
し
て
ほ
し
い
と
言
い
ま

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
利
用
シ
ー
ン
と
提
供

す
る
価
値
の
設
計
で
す
。
そ
れ
を
実
現
す

る
重
要
な
要
素
と
し
て
カ
ラ
ー
が
あ
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
30
〜
40
代
の
女
性
消
費

者
は
「
気
分
が
上
が
る
、
高
揚
す
る
、
運

気
が
上
が
る
」
と
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
に

惹
か
れ
る
人
が
多
い
で
す
。
色
彩
も
、
明

る
く
か
わ
い
い
色
の
組
み
合
わ
せ
が
好
ま

れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
消
費
の
中
心
で
あ
る
中
国
の
観
光
客

は
赤
や
ゴ
ー
ル
ド
の
色
使
い
が
好
ま
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
っ

て
、
好
ま
れ
る
色
の
傾
向
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
何
か
商
品
を
開
発
し
た
り
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
と
き
に
は
、
も
う

一
度
「
そ
の
色
使
い
で
い
い
の
か
？
」
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。渡

辺

　和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

　日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研
究
員
。

日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
発
行
す
る
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
在

り
方
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、「
商
品
」
と

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
新
し
い
潮
流
を
取
り
上
げ
紹

介
す
る
情
報
誌
。
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
や
流
行
、

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
な
ど
、
生
活
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
幅
広
く
分
析
し
、
紹
介

し
て
い
る
。

ト
レ
ン
ド
通
信

日経 BPヒット総合研究所
上席研究員
渡辺　和博

そ
の
カ
ラ
ー
は
誰
を
幸
せ
に
し
て
い
ま
す
か
？

　
こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
は
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、そ
の
議

論
の
多
く
は
、ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
出
す
と
い
う

よ
り
、む
し
ろ
地
方
の
産
品
や
ア
ニ
メ
な
ど
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
か
に
世
界
に
売
り
込
む
か

と
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
で
終
わ
っ
て

い
た
。
確
か
に
、日
本
に
は
世
界
に
知
ら
れ
て

い
な
い
埋
も
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ま
だ
ま
だ

多
く
あ
り
、こ
れ
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、既
存
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ば
ら
ば
ら

に
売
り
込
む
だ
け
で
は
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
は

い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と

は
、単
に
個
々
の
商
品
を
売
り
込
む
の
で
は
な

く
、
共
通
の
価
値
観
を
構
築
し
、
商
品
に
優
先

順
位
を
付
け
て
体
系
的
に
売
り
込
む
こ
と
で

は
な
い
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
誘
致
を
巡
っ
て
「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
言

葉
が
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、こ
れ
は
日
本
の
イ

メ
ー
ジ
（
価
値
）
を
象
徴
す
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。た
だ

し
「
お
も
て
な
し
」
で
は
抽
象
的
す
ぎ
る
。
こ

の
点
、
最
近
の
地
域
お
こ
し
の
動
き
を
見
る

と
、単
に
地
元
の
産
品
を
ば
ら
ば
ら
に
売
り
込

む
だ
け
で
な
く
、個
々
の
産
品
や
コ
ン
テ
ン
ツ

の
関
係
を
整
理
し
、
分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー

リ
ー
仕
立
て
に
し
て
売
り
込
ん
で
い
こ
う
と

す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

で
は
、国
全
体
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
昨
年
の

外
国
人
の
訪
日
旅
行
者
数
は
２
年
続
け
て
大

幅
に
増
加
し
、１
９
７
４
万
人
に
達
し
た
。
こ

う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
は
、近
隣
国
の

経
済
力
が
向
上
す
る
一
方
で
、日
本
は
デ
フ
レ

で
物
価
下
落
が
続
い
た
こ
と
や
、円
安
な
ど
に

よ
っ
て
、
日
本
が
割
安
な
国
に
な
っ
た
こ
と

の
影
響
が
大
き
い
。
し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
な

く
、日
本
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
良
さ
が
ネ
ッ
ト

や
口
コ
ミ
な
ど
で
広
が
っ
た
結
果
で
も
あ
り
、

日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

の
証
で
も
あ
る
。
し
か
し
、日
本
の
良
さ
や
強

み
が
体
系
的
に
整
理
さ
れ
、コ
ン
テ
ン
ツ
が
つ

く
ら
れ
、ス
ト
ー
リ
ー
に
基
づ
い
て
優
先
順
位

を
持
っ
て
売
り
込
ま
れ
る
と
い
う
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
例
え
ば
日
本
の
健
康
・
長
寿
は
世
界
に
誇
る

日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。日
本
の
食
文
化
や

食
料
品
は
も
と
よ
り
、国
民
皆
保
険
の
下
に
整

備
さ
れ
た
医
療
制
度
、心
と
体
を
癒
し
て
く
れ

る
温
泉
や
娯
楽
の
多
様
さ
、
安
心
・
安
全
に
対

す
る
意
識
や
モ
ラ
ル
の
高
さ
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

技
術
の
開
発
に
象
徴
さ
れ
る
省
エ
ネ
・
省
資
源

や
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
こ
だ
わ
り
、

さ
ら
に
は
い
た
わ
り
に
溢
れ
、支
え
合
う
国
民

性
な
ど
、ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
に
至
る
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
価
値
が
、日
本
の
健

康
・
長
寿
を
支
え
て
い
る
。
日
本
の
シ
ス
テ
ム

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
健
康
・
長
寿
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
形
を
変
え
て
、日
本
の
価

値
、魅
力
と
し
て
世
界
に
映
っ
て
い
る
。
こ
の

日
本
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
世
界
は
憧
れ
て
い
る
。中
国
を

見
れ
ば
、な
ぜ
中
国
人
が
自
国
の
食
品
や
製
品

な
ど
を
信
用
せ
ず
、日
本
で
つ
く
ら
れ
た
日
本

製
品
を
欲
し
が
る
の
か
が
よ
く
分
か
る
。こ
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
用
す
れ
ば
、日
本
は
ま
だ
ま

だ
世
界
に
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
込
む
こ

と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　
そ
の
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
高
齢
社
会

に
突
入
し
つ
つ
あ
る
。
人
口
減
少
、労
働
力
不

足
、経
済
活
力
低
下
な
ど
は
マ
イ
ナ
ス
材
料
で

あ
る
が
、
他
方
で
社
会
基
盤
は
安
定
し
、
民

度
も
高
く
、
高
い
技
術
力
も
健
在
だ
。
健
康
・

長
寿
と
い
っ
た
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
磨
き

を
か
け
れ
ば
、日
本
は
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る

知
恵
を
い
く
ら
で
も
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、高
齢
者
に
な
っ
て
も
希
望
に
応

じ
て
働
け
る
社
会
を
つ
く
る
。ま
た
生
活
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
の
助
け
を
借
り
、Ａ
Ｉ
を
駆
使
す
る

な
ど
工
夫
を
凝
ら
せ
ば
、決
し
て
暗
く
な
い
高

齢
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。ま

た
、
車
の
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、
高

齢
者
に
な
っ
て
免
許
を
返
上
し
て
も
、移
動
手

段
を
確
保
で
き
る
。
高
齢
化
を
逆
手
に
と
っ

て
、日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
究
極
の

ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
の
だ
。

高
橋

　進
／
た
か
は
し
・
す
す
む　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、七
六
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
、

経
済
調
査
部
な
ど
を
経
て
、
九
〇
年
日
本
総
合
研

究
所
に
着
任
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
客
員
教

授
、
〇
三
年
か
ら
近
畿
大
学
経
済
学
部
・
経
営
学

部
客
員
教
授
を
務
め
る
。
一
三
年
一
月
、
政
府
・

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。現
在
、

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書
『
一
〇
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」
の

つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、日
本
経
済
新
聞
、

産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

日本総合研究所理事長
高 橋 　 進

日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

ー
健
康
・
長
寿
は
世
界
に
誇
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
ー
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「
地
域
か
ら
の
産
品
は
色
使
い
が
、
い
ま

ひ
と
つ
な
も
の
が
多
い
で
す
ね
」。
先

日
、
藤
巻
百
貨
店
を
運
営
す
る
株
式
会
社

caram
o

の
中
村
亮
社
長
と
話
し
て
い
て
、

そ
ん
な
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
藤
巻
百
貨

店
は
、
伊
勢
丹
の
カ
リ
ス
マ
バ
イ
ヤ
ー
と

し
て
知
ら
れ
た
故
・
藤
巻
幸
大
氏
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
で
、

全
国
各
地
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た
品
々
を
ス

ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
消
費
者
に
届
け
て
い

ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
藤
巻
氏
と
一
緒

に
立
ち
上
げ
た
の
が
中
村
さ
ん
で
す
。

　中
村
さ
ん
の
言
葉
の
真
意
は
こ
う
で
す
。

「
木
の
肌
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
よ
う
な

も
の
は
仕
方
が
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
素

材
の
雑
貨
や
小
物
類
は
、
商
品
企
画
の
段

階
で
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
あ
る
べ
き
姿
が
き

ち
ん
と
追
求
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
」。
茶
色
や
ベ
ー
ジ
ュ
、
黒
や
グ
レ
ー

と
い
っ
た
地
味
で
当
た
り
障
り
の
な
い
色

が
、
さ
し
た
る
理
由
も
な
く
安
易
に
選
ば

れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
す
。
そ
の
見
方

の
背
景
に
は
、
藤
巻
百
貨
店
の
商
品
選
択

に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　「藤
巻
さ
ん
は
と
て
も
色
に
こ
だ
わ
っ

た
人
で
し
た
」。
中
村
さ
ん
に
よ
る
と
、

こ
れ
だ
け
生
活
の
中
に
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
て

い
る
時
代
で
、
さ
ら
に
自
分
た
ち
の
安
く

な
い
価
格
の
商
品
を
買
っ
て
も
ら
う
に
は
、

そ
れ
が
単
に
機
能
に
優
れ
て
い
る
だ
け
は

ダ
メ
で
、
買
う
こ
と
、
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
深
い
満
足
感
や
幸
せ
を
感
じ
る
よ
う
な

も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
、
と
り

わ
け
カ
ラ
ー
は
と
て
も
重
要
な
要
素
で
す
。

い
ろ
ん
な
地
域
の
産
品
が
集
ま
る
展
示
会

で
「
う
ち
が
扱
っ
て
い
る
商
品
が
出
て
い

た
ら
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。
他
と
は
色
使
い

が
違
う
か
ら
で
す
」
と
中
村
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

　藤
巻
百
貨
店
の
通
販
サ
イ
ト
を
見
る

と
、
見
せ
方
と
商
品
が
持
つ
ス
ト
ー
リ
ー

の
伝
え
方
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
す

ぐ
分
か
り
ま
す
。
ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
に
代

表
さ
れ
る
普
通
の
ネ
ッ
ト
通
販
と
言
え
ば
、

ネ
ッ
ト
の
持
つ
検
索
性
を
生
か
し
て
、
消

費
者
が
い
か
に
低
価
格
で
買
い
物
が
で
き

る
か
と
い
う
機
能
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
出
店
し
て
い
る
お
店
も
サ
イ
ト
も

価
値
は
価
格
勝
負
と
品
ぞ
ろ
え
で
す
。
藤

巻
百
貨
店
は
そ
れ
と
真
逆
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
そ
こ
に
し
か
な
い
品
物
を
多
少
高
く

て
も
納
得
し
て
買
っ
て
も
ら
い
、
満
足
し

て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

主
眼
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト

商
品
開
発
に
お
い
て
は
、
価
格
勝
負
の
も

の
を
つ
く
っ
て
い
て
は
先
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
た
ら
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　中
村
さ
ん
と
商
品
開
発
の
話
を
す
る

と
、
ま
ず
「
そ
れ
は
、
誰
を
ど
ん
な
場
面

で
、
ど
う
幸
せ
に
し
ま
す
か
？
」
と
問
わ

れ
ま
す
。
バ
イ
ヤ
ー
に
相
談
す
る
前
に
そ

れ
だ
け
は
明
確
に
し
て
ほ
し
い
と
言
い
ま

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
利
用
シ
ー
ン
と
提
供

す
る
価
値
の
設
計
で
す
。
そ
れ
を
実
現
す

る
重
要
な
要
素
と
し
て
カ
ラ
ー
が
あ
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
30
〜
40
代
の
女
性
消
費

者
は
「
気
分
が
上
が
る
、
高
揚
す
る
、
運

気
が
上
が
る
」
と
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
に

惹
か
れ
る
人
が
多
い
で
す
。
色
彩
も
、
明

る
く
か
わ
い
い
色
の
組
み
合
わ
せ
が
好
ま

れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
消
費
の
中
心
で
あ
る
中
国
の
観
光
客

は
赤
や
ゴ
ー
ル
ド
の
色
使
い
が
好
ま
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
っ

て
、
好
ま
れ
る
色
の
傾
向
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
何
か
商
品
を
開
発
し
た
り
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
と
き
に
は
、
も
う

一
度
「
そ
の
色
使
い
で
い
い
の
か
？
」
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。渡

辺

　和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

　日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研
究
員
。

日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
発
行
す
る
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
在

り
方
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、「
商
品
」
と

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
新
し
い
潮
流
を
取
り
上
げ
紹

介
す
る
情
報
誌
。
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
や
流
行
、

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
な
ど
、
生
活
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
幅
広
く
分
析
し
、
紹
介

し
て
い
る
。

ト
レ
ン
ド
通
信

日経 BPヒット総合研究所
上席研究員
渡辺　和博

そ
の
カ
ラ
ー
は
誰
を
幸
せ
に
し
て
い
ま
す
か
？

　
こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
は
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、そ
の
議

論
の
多
く
は
、ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
出
す
と
い
う

よ
り
、む
し
ろ
地
方
の
産
品
や
ア
ニ
メ
な
ど
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
か
に
世
界
に
売
り
込
む
か

と
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
で
終
わ
っ
て

い
た
。
確
か
に
、日
本
に
は
世
界
に
知
ら
れ
て

い
な
い
埋
も
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ま
だ
ま
だ

多
く
あ
り
、こ
れ
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、既
存
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ば
ら
ば
ら

に
売
り
込
む
だ
け
で
は
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
は

い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と

は
、単
に
個
々
の
商
品
を
売
り
込
む
の
で
は
な

く
、
共
通
の
価
値
観
を
構
築
し
、
商
品
に
優
先

順
位
を
付
け
て
体
系
的
に
売
り
込
む
こ
と
で

は
な
い
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
誘
致
を
巡
っ
て
「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
言

葉
が
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、こ
れ
は
日
本
の
イ

メ
ー
ジ
（
価
値
）
を
象
徴
す
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。た
だ

し
「
お
も
て
な
し
」
で
は
抽
象
的
す
ぎ
る
。
こ

の
点
、
最
近
の
地
域
お
こ
し
の
動
き
を
見
る

と
、単
に
地
元
の
産
品
を
ば
ら
ば
ら
に
売
り
込

む
だ
け
で
な
く
、個
々
の
産
品
や
コ
ン
テ
ン
ツ

の
関
係
を
整
理
し
、
分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー

リ
ー
仕
立
て
に
し
て
売
り
込
ん
で
い
こ
う
と

す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

で
は
、国
全
体
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
昨
年
の

外
国
人
の
訪
日
旅
行
者
数
は
２
年
続
け
て
大

幅
に
増
加
し
、１
９
７
４
万
人
に
達
し
た
。
こ

う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
は
、近
隣
国
の

経
済
力
が
向
上
す
る
一
方
で
、日
本
は
デ
フ
レ

で
物
価
下
落
が
続
い
た
こ
と
や
、円
安
な
ど
に

よ
っ
て
、
日
本
が
割
安
な
国
に
な
っ
た
こ
と

の
影
響
が
大
き
い
。
し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
な

く
、日
本
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
良
さ
が
ネ
ッ
ト

や
口
コ
ミ
な
ど
で
広
が
っ
た
結
果
で
も
あ
り
、

日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

の
証
で
も
あ
る
。
し
か
し
、日
本
の
良
さ
や
強

み
が
体
系
的
に
整
理
さ
れ
、コ
ン
テ
ン
ツ
が
つ

く
ら
れ
、ス
ト
ー
リ
ー
に
基
づ
い
て
優
先
順
位

を
持
っ
て
売
り
込
ま
れ
る
と
い
う
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
例
え
ば
日
本
の
健
康
・
長
寿
は
世
界
に
誇
る

日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。日
本
の
食
文
化
や

食
料
品
は
も
と
よ
り
、国
民
皆
保
険
の
下
に
整

備
さ
れ
た
医
療
制
度
、心
と
体
を
癒
し
て
く
れ

る
温
泉
や
娯
楽
の
多
様
さ
、
安
心
・
安
全
に
対

す
る
意
識
や
モ
ラ
ル
の
高
さ
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

技
術
の
開
発
に
象
徴
さ
れ
る
省
エ
ネ
・
省
資
源

や
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
こ
だ
わ
り
、

さ
ら
に
は
い
た
わ
り
に
溢
れ
、支
え
合
う
国
民

性
な
ど
、ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
に
至
る
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
価
値
が
、日
本
の
健

康
・
長
寿
を
支
え
て
い
る
。
日
本
の
シ
ス
テ
ム

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
健
康
・
長
寿
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
形
を
変
え
て
、日
本
の
価

値
、魅
力
と
し
て
世
界
に
映
っ
て
い
る
。
こ
の

日
本
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
世
界
は
憧
れ
て
い
る
。中
国
を

見
れ
ば
、な
ぜ
中
国
人
が
自
国
の
食
品
や
製
品

な
ど
を
信
用
せ
ず
、日
本
で
つ
く
ら
れ
た
日
本

製
品
を
欲
し
が
る
の
か
が
よ
く
分
か
る
。こ
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
用
す
れ
ば
、日
本
は
ま
だ
ま

だ
世
界
に
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
込
む
こ

と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　
そ
の
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
高
齢
社
会

に
突
入
し
つ
つ
あ
る
。
人
口
減
少
、労
働
力
不

足
、経
済
活
力
低
下
な
ど
は
マ
イ
ナ
ス
材
料
で

あ
る
が
、
他
方
で
社
会
基
盤
は
安
定
し
、
民

度
も
高
く
、
高
い
技
術
力
も
健
在
だ
。
健
康
・

長
寿
と
い
っ
た
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
磨
き

を
か
け
れ
ば
、日
本
は
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る

知
恵
を
い
く
ら
で
も
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、高
齢
者
に
な
っ
て
も
希
望
に
応

じ
て
働
け
る
社
会
を
つ
く
る
。ま
た
生
活
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
の
助
け
を
借
り
、Ａ
Ｉ
を
駆
使
す
る

な
ど
工
夫
を
凝
ら
せ
ば
、決
し
て
暗
く
な
い
高

齢
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。ま

た
、
車
の
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、
高

齢
者
に
な
っ
て
免
許
を
返
上
し
て
も
、移
動
手

段
を
確
保
で
き
る
。
高
齢
化
を
逆
手
に
と
っ

て
、日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
究
極
の

ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
の
だ
。

高
橋

　進
／
た
か
は
し
・
す
す
む　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、七
六
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
、

経
済
調
査
部
な
ど
を
経
て
、
九
〇
年
日
本
総
合
研

究
所
に
着
任
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
客
員
教

授
、
〇
三
年
か
ら
近
畿
大
学
経
済
学
部
・
経
営
学

部
客
員
教
授
を
務
め
る
。
一
三
年
一
月
、
政
府
・

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。現
在
、

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書
『
一
〇
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」
の

つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、日
本
経
済
新
聞
、

産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

日本総合研究所理事長
高 橋 　 進

日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

ー
健
康
・
長
寿
は
世
界
に
誇
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
ー
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福
島
県
い
わ
き
市
に
「
株
式
会
社
マ
ル

ト
」
と
い
う
会
社
が
あ
る
。
主
な
事
業
は

食
品
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
経

営
。
福
島
県
と
茨
城
県
が
主
な
営
業
エ
リ

ア
で
あ
る
。

　
非
正
規
社
員
を
含
め
２
０
０
０
人
を
超

え
る
社
員
を
擁
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
徹
底
し
た
地
域
密
着
で
依
然
創
業
の

心
を
大
切
に
し
て
い
る
の
が
特
長
で
あ
る
。

い
わ
き
市
で
は
、
食
や
薬
で
「
マ
ル
ト
」

の
存
在
は
非
常
に
大
き
く
、
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
業
績
も
す
こ
ぶ
る
好
調

で
、
こ
の
10
年
間
で
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
平
成
22
年
を
除

き
、
そ
の
売
上
高
は
右
肩
上
が
り
で
あ
る
。

好
調
な
要
因
は
多
々
あ
る
が
、
あ
え
て
一

つ
だ
け
に
絞
る
と
、「
三
方
良
し
の
経
営
」

が
創
業
以
来
貫
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

同
社
の
事
業
目
的
は
「
マ
ル
ト
の
使
命
」

と
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、「
マ
ル
ト
は
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
守
る
こ
と
が
使
命
と
誇
り
で
す
」
と
あ

る
。
ま
た
、
社
是
に
は
「
商
売
と
は
心
か

ら
あ
り
が
と
う
、
と
い
っ
て
く
れ
る
お
客

様
と
い
う
名
の
友
人
を
つ
く
る
こ
と
」
と

あ
る
。
事
業
目
的
に
は
、
業
界
で
一
番
に

な
る
と
か
、
規
模
を
大
き
く
す
る
と
い
っ

た
言
葉
は
一
言
も
な
い
の
だ
。

　
近
年
、
社
是
や
経
営
理
念
で
立
派
な
こ

と
を
掲
げ
て
い
る
企
業
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め

の
実
際
の
行
動
は
と
言
う
と
、
首
を
か
し

げ
た
く
な
る
企
業
が
正
直
に
言
っ
て
多
い
。

そ
の
一
方
で
、
同
社
は
創
業
以
来
、
愚
直

一
途
に
、
掲
げ
た
使
命
と
社
是
に
基
づ
く

経
営
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
例
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、
あ

の
東
日
本
大
震
災
時
の
対
応
ぶ
り
で
あ
る
。

あ
の
大
地
震
で
、
マ
ル
ト
も
、
ほ
と
ん
ど

の
店
舗
で
商
品
が
散
乱
し
、
店
舗
の
壁
が

損
壊
す
る
な
ど
、
10
億
円
以
上
の
被
害
に

遭
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
通
信
網
も
甚

大
な
損
害
を
受
け
、
本
社
と
店
舗
の
回
線

も
不
通
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
し
か

し
な
が
ら
、
マ
ル
ト
の
店
舗
は
、
あ
の
３

月
11
日
の
大
地
震
直
後
の
16
時
に
は
、
１

店
舗
が
営
業
を
再
開
、
翌
12
日
に
は
、
残

り
の
大
半
の
店
舗
も
再
開
し
た
。
被
災
を

免
れ
た
り
、
大
き
な
損
害
の
無
か
っ
た
店

舗
の
社
員
が
自
主
的
に
出
社
。
安
全
な
場

所
で
着
の
身
着
の
ま
ま
、
店
舗
の
周
り
に

集
ま
っ
て
、
地
域
住
民
の
た
め
に
店
舗
を

再
開
し
た
の
で
あ
る
。

　
聞
く
と
、
全
国
チ
ェ
ー
ン
店
で
も
、
再

開
す
る
ま
で
数
週
間
を
要
し
て
お
り
、
こ

の
対
応
の
速
さ
は
異
例
で
、
地
域
住
民
も

絶
賛
し
た
と
い
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
自

宅
が
倒
壊
し
、
困
っ
て
い
る
地
域
住
民
の

た
め
に
店
舗
を
開
放
し
た
と
い
う
。
い
や

は
や
驚
く
べ
き
対
応
で
あ
る
。

　
以
前
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
早
く
再
開
で

き
た
の
か
を
、
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
聞

い
た
が
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う
に

答
え
て
く
れ
た
。「
寒
く
不
安
な
中
、
店

の
前
に
飲
料
や
薬
、
そ
し
て
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
オ
ム
ツ
な
ど
、
生
活
必
需
品

を
求
め
て
列
を
つ
く
っ
て
い
る
友
人
で
あ

る
お
客
さ
ま
の
姿
を
見
て
、
自
宅
か
ら

吹
っ
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
役
に

立
ち
た
い
一
心
で
し
た
。『
マ
ル
ト
の
使

命
・
マ
ル
ト
の
社
是
』
通
り
行
動
を
し
た

だ
け
で
す
」
と
。「
正
し
い
経
営
は
決
し

て
滅
び
な
い
」
を
証
明
し
て
く
れ
る
い
い

企
業
で
あ
る
。

坂
本
光
司
／
さ
か
も
と
・
こ
う
じ

　一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
福
井
県
立
大

学
教
授
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
（
地

域
づ
く
り
大
学
院
）
教
授
、
同
静
岡
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
お
よ
び
同
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
兼
担
教
授
。
他
に
、
国
や
県
、
市
町
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
審
議
会
・
委
員
会

の
委
員
を
多
数
兼
務
し
て
い
る
。
専
門

は
中
小
企
業
経
営
論
・
地
域
経
済
論
・

産
業
論
。
著
書
に
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』（
あ
さ
出
版
）、『
こ

の
会
社
は
な
ぜ
快
進
撃
が
続
く
の
か
』

（
か
ん
き
出
版
）
な
ど
。

地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
っ
た
『
マ
ル
ト
』

法政大学大学院
政策創造研究科
教授坂本光司

法政大学大学院
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福
島
県
い
わ
き
市
に
「
株
式
会
社
マ
ル

ト
」
と
い
う
会
社
が
あ
る
。
主
な
事
業
は

食
品
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
経

営
。
福
島
県
と
茨
城
県
が
主
な
営
業
エ
リ

ア
で
あ
る
。

　
非
正
規
社
員
を
含
め
２
０
０
０
人
を
超

え
る
社
員
を
擁
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
徹
底
し
た
地
域
密
着
で
依
然
創
業
の

心
を
大
切
に
し
て
い
る
の
が
特
長
で
あ
る
。

い
わ
き
市
で
は
、
食
や
薬
で
「
マ
ル
ト
」

の
存
在
は
非
常
に
大
き
く
、
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
業
績
も
す
こ
ぶ
る
好
調

で
、
こ
の
10
年
間
で
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
平
成
22
年
を
除

き
、
そ
の
売
上
高
は
右
肩
上
が
り
で
あ
る
。

好
調
な
要
因
は
多
々
あ
る
が
、
あ
え
て
一

つ
だ
け
に
絞
る
と
、「
三
方
良
し
の
経
営
」

が
創
業
以
来
貫
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

同
社
の
事
業
目
的
は
「
マ
ル
ト
の
使
命
」

と
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、「
マ
ル
ト
は
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
守
る
こ
と
が
使
命
と
誇
り
で
す
」
と
あ

る
。
ま
た
、
社
是
に
は
「
商
売
と
は
心
か

ら
あ
り
が
と
う
、
と
い
っ
て
く
れ
る
お
客

様
と
い
う
名
の
友
人
を
つ
く
る
こ
と
」
と

あ
る
。
事
業
目
的
に
は
、
業
界
で
一
番
に

な
る
と
か
、
規
模
を
大
き
く
す
る
と
い
っ

た
言
葉
は
一
言
も
な
い
の
だ
。

　
近
年
、
社
是
や
経
営
理
念
で
立
派
な
こ

と
を
掲
げ
て
い
る
企
業
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め

の
実
際
の
行
動
は
と
言
う
と
、
首
を
か
し

げ
た
く
な
る
企
業
が
正
直
に
言
っ
て
多
い
。

そ
の
一
方
で
、
同
社
は
創
業
以
来
、
愚
直

一
途
に
、
掲
げ
た
使
命
と
社
是
に
基
づ
く

経
営
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
例
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、
あ

の
東
日
本
大
震
災
時
の
対
応
ぶ
り
で
あ
る
。

あ
の
大
地
震
で
、
マ
ル
ト
も
、
ほ
と
ん
ど

の
店
舗
で
商
品
が
散
乱
し
、
店
舗
の
壁
が

損
壊
す
る
な
ど
、
10
億
円
以
上
の
被
害
に

遭
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
通
信
網
も
甚

大
な
損
害
を
受
け
、
本
社
と
店
舗
の
回
線

も
不
通
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
し
か

し
な
が
ら
、
マ
ル
ト
の
店
舗
は
、
あ
の
３

月
11
日
の
大
地
震
直
後
の
16
時
に
は
、
１

店
舗
が
営
業
を
再
開
、
翌
12
日
に
は
、
残

り
の
大
半
の
店
舗
も
再
開
し
た
。
被
災
を

免
れ
た
り
、
大
き
な
損
害
の
無
か
っ
た
店

舗
の
社
員
が
自
主
的
に
出
社
。
安
全
な
場

所
で
着
の
身
着
の
ま
ま
、
店
舗
の
周
り
に

集
ま
っ
て
、
地
域
住
民
の
た
め
に
店
舗
を

再
開
し
た
の
で
あ
る
。

　
聞
く
と
、
全
国
チ
ェ
ー
ン
店
で
も
、
再

開
す
る
ま
で
数
週
間
を
要
し
て
お
り
、
こ

の
対
応
の
速
さ
は
異
例
で
、
地
域
住
民
も

絶
賛
し
た
と
い
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
自

宅
が
倒
壊
し
、
困
っ
て
い
る
地
域
住
民
の

た
め
に
店
舗
を
開
放
し
た
と
い
う
。
い
や

は
や
驚
く
べ
き
対
応
で
あ
る
。

　
以
前
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
早
く
再
開
で

き
た
の
か
を
、
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
聞

い
た
が
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う
に

答
え
て
く
れ
た
。「
寒
く
不
安
な
中
、
店

の
前
に
飲
料
や
薬
、
そ
し
て
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
オ
ム
ツ
な
ど
、
生
活
必
需
品

を
求
め
て
列
を
つ
く
っ
て
い
る
友
人
で
あ

る
お
客
さ
ま
の
姿
を
見
て
、
自
宅
か
ら

吹
っ
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
役
に

立
ち
た
い
一
心
で
し
た
。『
マ
ル
ト
の
使

命
・
マ
ル
ト
の
社
是
』
通
り
行
動
を
し
た

だ
け
で
す
」
と
。「
正
し
い
経
営
は
決
し

て
滅
び
な
い
」
を
証
明
し
て
く
れ
る
い
い

企
業
で
あ
る
。

坂
本
光
司
／
さ
か
も
と
・
こ
う
じ

　一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
福
井
県
立
大

学
教
授
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
（
地

域
づ
く
り
大
学
院
）
教
授
、
同
静
岡
サ

テ
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他
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会
・
委
員
会

の
委
員
を
多
数
兼
務
し
て
い
る
。
専
門

は
中
小
企
業
経
営
論
・
地
域
経
済
論
・

産
業
論
。
著
書
に
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』（
あ
さ
出
版
）、『
こ

の
会
社
は
な
ぜ
快
進
撃
が
続
く
の
か
』

（
か
ん
き
出
版
）
な
ど
。

地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
っ
た
『
マ
ル
ト
』

法政大学大学院
政策創造研究科
教授坂本光司

法政大学大学院
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•  ２月の全産業合計の業況ＤＩは、▲２２．８と、前月から▲３．４ポイントの悪化。観光需要による牽引の
ほか、 原油安に伴い、原材料価格や燃料費、電力料金の下落の恩恵を指摘する声が聞かれたものの、人手不
足と人件費の上昇が足かせとなる中、 消費低迷や中国経済減速による受注減などが全体を押し下げた。ま
た、株価・為替の不安定な推移も中小企業のマインドを下押ししており、 昨年秋頃から足踏み状況が続いて
いたが、足元では弱い動きがみられている。

•  先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１８．２（今月比＋４．６ポイント）と改善を見込むものの、 「悪
化」から「不変」への変化が主因。観光需要の拡大や設備投資の持ち直し、補正予算の早期執行への期待感のほ
か、燃料費や 電力料金の下落により収益改善を見込む声が聞かれる。他方で、新興国経済の減速や株価・為替の
不安定な推移、マイナス金利導入の 影響などにより、先行きの不透明感が増す中、中小企業においては、消費低
迷の長期化や人手不足の影響拡大などへの懸念を払拭できず、 慎重な見方を崩していない。

業況ＤＩは、悪化。業況ＤＩは、悪化。
先行きは改善見込むも、不透明感強く、慎重な見方が続く先行きは改善見込むも、不透明感強く、慎重な見方が続く

2月LOBO（早期景気観測）調査

●売上面では、全産業合計の売上ＤＩは▲１９．３と、前月から悪化。産業別にみると、卸売業、小売業で改善、その他
の３業種で悪化した。   

●採算面では、全産業合計の採算ＤＩは▲２２．３と、前月から悪化。産業別にみると、卸売業、小売業でほぼ横ばい、
その他の３業種で悪化した。  

●資金繰り面では、全産業合計の資金繰りＤＩは▲１２．８と、前月から悪化。産業別にみると、卸売業で改善、その他
の４業種で悪化した。  

●仕入価格面では、全産業合計の仕入単価ＤＩは▲２４．９と、前月からほぼ横ばい。産業別にみると、建設業、卸売業
で改善、その他の３業種で悪化した。   

●従業員面では、全産業合計の従業員ＤＩは１３．８と、前月から人手不足感が弱まった。産業別にみると、小売業でほ
ぼ横ばい、その他の４業種は人手不足感が弱まった。

【建設業】からは、「人件費の上昇が続くものの、受注確保のためには施工単価を据え置かざるを得ない」（一般工事業）、「燃
料費や資材価格の下落の恩恵はあるが、公共工事・民間工事ともに動きが乏しく、売上は伸び悩んでいる」（土木工事業）、
「年度末にかけて受注が増加し、業績も上向いている。他方で、短納期の案件が多く、人手が足りていない」（建築工事業）
などの声が寄せられている。 

【製造業】からは、「消費の二極化に対応するため、低価格帯と高価格帯双方の商品をバランスよく投入したことで、売
上は堅調に推移している」（衣料品製造業）、「新興国向けの受注低迷が続く。また、為替相場が不安定であり、今後の業
績への影響が心配」（産業用機械製造業）、「取引先である自動車メーカーの工場稼働停止に伴い、自社の受注も減少した」
（自動車部品製造業）などの声が寄せられている。

【卸売業】からは、「収益確保のため、コスト増加分を価格転嫁したところ、一部の取引先がより安価な同業他社に流れ、
売上は伸び悩んだ」（建築資材卸売業）、「利幅の大きいプライベートブランド商品の営業を強化したことが奏功し、採
算が好転している」（食料品卸売業）、「製造業からの引き合いが鈍く、在庫が積み上がっている」（衛生管理用品卸売業）
などの声が寄せられている。

【小売業】からは、「バレンタイン商戦が好調。特に、海外有名ブランドや限定品など、高付加価値商品に人気が集まった」
（百貨店）、「必要なものしか買わない消費者が一段と増えており、値下げをしても売れ残る商品が多くみられる」（総合
スーパー）、「春節に伴い、中国などからの外国人観光客は増えているが、買い物よりも温泉や城郭など観光の人気が高く、
売上面での恩恵は少ない」（商店街）などの声が寄せられている。

【サービス業】からは、「青果物や冷凍食品の荷動きは活発なものの、鋼材やアルミなど製造業向けの受注が低調」（運送業）、
「電力料金は昨年度比で約８割と抑制できているが、生鮮を含む食料品の仕入コスト増大の影響が大きく、収益確保が難
しい」（飲食店）、「人材確保のため、時給を引き上げて採用募集をしているが、応募が少ない。また、採用できても収益
の圧迫要因となっており、業況は厳しい」（人材派遣業）などの声が寄せられている。
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